
2018 年 6 月 3 日 

終末の時代に起こること  

                  マルコの福音書 13:1～31 

I. 「カタストロフィ―」 

1. その日は「突然」やってくる 
(1) 第一次世界大戦・ 

(2) 東日本大震災 

(3) エルサレム神殿【写真は模型】崩壊（ ） 

 結婚式の奇妙な風習 

2. 永遠に続くように思えた 
(1) 繁栄、安全、健康・・・ 
(2)   「まさか」自分が、自分の家族が、 

自分の会社が・・・ 

 

II. その日のために 

1. 聖書預言の確かさ 
(1) の預言のうち がすでに文字通り成就（ ％） 今まで ％ 

(2) 時代（終末）のしるし＝

2. 未来を知っておられるイエス    

(1) 偽メシアが来ても 

 イスラム教によるイエスの再臨（ダマスカスに。キリスト教撲滅、結婚、死） 

 自分をメシアと名乗る者が多数出現 

 オウム真理教事件（ ） 高学歴者が多数 

(2) 大災害が来ても 

 戦争（憎しみから） 

 飢餓（独り占めから） 

 地震（シェールガス採掘、貧弱な設計） 

(3) 迫害が来ても 

 使徒たち（ペテロ、ヨハネ、パウロ）の経験 

 耶蘇教、切支丹と呼ばれた時代 

(4) 太陽は暗くなり、月は光を放たず、 

星は天から落ちても 

 照明がすべて落ちた時、幕は開く 

 輝かしいメシアの再臨 

 

III.  歴史の教訓 

1. イエスの警告を無視して滅びた人々      
(1) ユダヤ戦争（ ）  

「エルサレムが軍隊に囲まれるのを見たら」（ ） 
(2) 奇跡の退却 

セスティウス・ガルス 一時的に包囲を解く （ ） 
    クリスチャンはエルサレムを脱出。一人の犠牲者もなし。 
    エルサレムに立てこもり徹底抗戦。壊滅状態に。 万７千人捕虜。 万人殺される。 
(3) 国家滅亡 

マサダ【写真】の悲劇（集団自決 ）、バル・コクバの乱（ ） 

2. ある家族の物語 

三木一枝とその家族 

 美貌、財産、教養をすべてもった女性 

 アイリーンから聖書を学ぶ 

 虚しさからの解放を経験し、家族、使用人の前で証しをする 

 家族、使用人の全員がクリスチャンとなる 

 結婚するが、姑に苛め抜かれ、ついに結核発症、家に帰される 

 歳で世を去る 

 

 

ルカの福音書 21:16～1９ 
 あなたがたは、両親、兄弟、親族、友人たちに
も裏切られます。中には殺される人もいます。 
また、わたしの名のために、すべての人に憎まれ
ます。しかし、あなたがたの髪の毛一本も失われ
ることはありません。あなたがたは、忍耐すること
によって自分のいのちを勝ち取りなさい。 

カタストロフィー理論 

コリント人への手紙  Ⅱ  6:2  

神は言われます。「恵みの時に、わたしはあなたに答え、救いの日に、あなたを助ける。」

見よ、今は恵みの時、今は救いの日です。 

産みの苦しみの始まり 

アイリーン・スミス 

グラスを粉々に踏みつける 



福音メッセージ   終末の時代に起こること 

   マルコの福音書 13 章 1～31 節  【新改訳２０１７】 

 

1 イエスが宮から出て行かれるとき、弟子の一人がイエスに言った。「先生、ご覧ください。な
んとすばらしい石、なんとすばらしい建物でしょう。」 

2 すると、イエスは彼に言われた。「この大きな建物を見ているのですか。ここで、どの石も崩
されずに、ほかの石の上に残ることは決してありません。」 

3 イエスがオリーブ山で宮に向かって座っておられると、ペテロ、ヤコブ、ヨハネ、アンデレ
が、ひそかにイエスに尋ねた。 

4 「お話しください。いつ、そのようなことが起こるのですか。また、それらがすべて終わり
に近づくときのしるしは、どのようなものですか。」 

5 それで、イエスは彼らに話し始められた。「人に惑わされないように気をつけなさい。 
6 わたしの名を名乗る者が大勢現れ、『私こそ、その者だ』と言って、多くの人を惑わします。 
7 また、戦争や戦争のうわさを聞いても、うろたえてはいけません。そういうことは必ず起こ
りますが、まだ終わりではありません。 

8 民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、あちこちで地震があり、飢饉も起こるからで
す。これらのことは産みの苦しみの始まりです。 

9 あなたがたは用心していなさい。人々はあなたがたを地方法院に引き渡します。あなたがた
は、会堂で打ちたたかれ、わたしのために、総督たちや王たちの前に立たされます。そのよう
にして彼らに証しするのです。 

10 まず福音が、すべての民族に宣べ伝えられなければなりません。 
11 人々があなたがたを捕らえて引き渡すとき、何を話そうかと、前もって心配するのはやめ
なさい。ただ、そのときあなたがたに与えられることを話しなさい。話すのはあなたがたでは
なく、聖霊です。 

12 また、兄弟は兄弟を、父は子を死に渡し、子どもたちは両親に逆らって立ち、死に至らせま
す。 

13 また、わたしの名のために、あなたがたはすべての人に憎まれます。しかし、最後まで耐え
忍ぶ人は救われます。 

14 『荒らす忌まわしいもの』が、立ってはならない所に立っているのを見たら──読者はよく
理解せよ──ユダヤにいる人たちは山へ逃げなさい。 

15 屋上にいる人は、家から何かを持ち出そうと、下に降りたり、中に入ったりしてはいけませ
ん。 

16 畑にいる人は、上着を取りに戻ってはいけません。 
17 それらの日、身重の女たちと乳飲み子を持つ女たちは哀れです。 
18 このことが冬に起こらないように祈りなさい。 
19 それらの日には、神が創造された被造世界のはじめから今に至るまでなかったような、 
また、今後も決してないような苦難が起こるからです。 

20 もし主が、その日数を少なくしてくださらなかったら、一人も救われないでしょう。 
しかし、主は、ご自分が選んだ人たちのために、その日数を少なくしてくださいました。 

21 そのときに、だれかが、『ご覧なさい。ここにキリストがいる』とか、『あそこにいる』とか
言っても、信じてはいけません。 

22 偽キリストたち、偽預言者たちが現れて、できれば選ばれた者たちを惑わそうと、しるしや
不思議を行います。 

23 あなたがたは、気をつけていなさい。わたしは、すべてのことを前もって話しました。 
24 しかしその日、これらの苦難に続いて、太陽は暗くなり、月は光を放たなくなり、 
25 星は天から落ち、天にあるもろもろの力は揺り動かされます。 
26 そのとき人々は、人の子が雲のうちに、偉大な力と栄光とともに来るのを見ます。 
27 そのとき、人の子は御使いたちを遣わし、地の果てから天の果てまで、選ばれた者たちを四
方から集めます。 

28 いちじくの木から教訓を学びなさい。枝が柔らかくなって葉が出て来ると、夏が近いこと
が分かります。 

29 同じように、これらのことが起こるのを見たら、あなたがたは、人の子が戸口まで近づいて
いることを知りなさい。 

30 まことに、あなたがたに言います。これらのことがすべて起こるまでは、この時代が過ぎ去
ることは決してありません。 

31 天地は消え去ります。しかし、わたしのことばは決して消え去ることがありません。 


